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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

 タマネギセット栽培は、セット球といわれるタマネギの球を定植することで冬期間に新タマネ
ギを収穫する栽培方法であり、高単価が期待できる技術だが、手作業が多く、また、東北地方に
おける栽培技術が確立されていない。そこで、底面給水により省力かつ大量のセット球を育成す
る方法及び福島県に適した栽培技術を確立した(図 1)。                                                                                                                       
（１） 448穴セルトレイを使用して「シャルム」または「スーパーアップ」を 3月までに播種し、

底面給水により育成することで 6月中にセット球(約 17mm)が完成する（図 2）。 
追肥は播種 7週後から EC値 0.32ms/cm程度でかん水同時施肥により行う(図 2)。 

（２） 完成したセット球は高温処理(35℃・3～4週間・遮光)及び低温処理(15℃・2週間)後、定植
2 週間前頃から屋外の遮光環境下(遮光率 70%程度)でかん水同時施肥して萌芽させること
で、定植までに 70%程度の萌芽率が確保され、半自動定植機による定植が可能となる(図 3)。 

（３） 「シャルム」は 8月 20日頃、「スーパーアップ」は 8月 25日頃が定植適期で、「スーパー
アップ」は 8月 20日～31日の期間内の定植で約 4,000kg/10aの収量を確保できる(図 4)。       

 
２ 期待される効果 

（１） 既存の水稲農家、秋まきタマネギ栽培農家等が導入することで、労力の有効活用及び所得向
上を図ることが期待できる。 

 
３ 適用範囲 

県内浜通り及び中通り 
 

４ 普及上の留意点 

（１） 本栽培法は、セット球育成から完成後の処理までの部分と、芽出ししたセット球を定植・収
穫する部分での分業を想定している。販売単価は 200円/kgを目標とする。 

（２） 白黒ダブルマルチを使用し、芽出し後 1cm以上萌芽したものを定植する。定植後降雨が少
ないと減収する場合があるため、特に定植 1～2週後に乾燥が続く場合はかん水を行う。 

（３） 半数以上の倒伏確認を収穫の目安とするが、天候や生育状況により倒伏が遅い場合がある。
その場合は肥大状況や降霜及び降雪予報を考慮して収穫時期を決定する。 
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※1 施肥量はN 15.4kg-P2O530.8kg-K2O15.4kg/10a（全量基肥） 
※2 栽植本数 21,643株/10aとし、規格内球重、規格球率から収量を
算出した。 
※3 福島県青果物出荷規格に準じ、球径 6cm以上を規格内とした。 
※4 棒グラフ上部の日付は収穫した日付。バーは誤差範囲を示す。収
穫の判断は週 3回倒伏調査を実施し、調査株の半数以上が倒伏してい
た時点とした。ただし、12/19(2019)、12/18(2020)時点で調査株の
半数以上が倒伏しなかったものはその時点で収穫した。 

図 1 タマネギセット栽培と水稲及びタマネギ秋まき栽培の作業体系の比較 
 

図 2 播種時期、追肥開始時期及び追肥量がセット球 
の球径等に及ぼす影響（2019年・2020年） 

 

図 3 セット球完成後に行う高温・低温・芽出し処理方法 
 

※1 棒グラフ上部の日付はセット球が完成した日付。調査打ち切り時に完成しなかった区は日付なし。 
※2 6週後及び 7週後は播種後追肥を開始した時期であり、追肥倍率は養液土耕 3号(15-15-15)の希釈倍率で、かん水同時施肥とした。 

図４ 品種及び定植時期が収量に及ぼす影響（2019年・2020年） 
 

月旬/品目・作型 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

水稲
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タマネギ
(セット栽培)

播種 田植え 収穫

播種 定植収穫

収穫定植播種
セット球育成

(かん水・追肥等管理)

各種処理※図3参照

ほ場準備
栽培管理

(防除・除草等)

高温
処理

○処理の目的：休眠状態のセット球を休眠覚醒する
・30～35℃で3～4週間保管（パイプハウス等を使用するとよい）
・直射日光があたるとセット球が煮える可能性があるため必ず遮光する

芽出し
処理

○処理の目的：半自動定植機を使用した定植時に欠株を防ぐ
・定植2週間前からかん水同時施肥(EC値0.3ms/cm程度)により10cm程度芽を出さ
せる（定植時に葉長が長い場合は10cm程度に剪葉）

・猛暑時は萌芽が遅れるため、芽出しを早めるなどの対応をとる

低温
処理

○処理の目的：休眠から醒めたセット球の芽を出しやすくする
・15℃で2週間保管（予冷庫を使用するとよい）
※芽出しまで保管を延長してもよい


